
 

 

 

 

 

図 2-2-1.14 ぬりえでまなぼう！石垣島の外来種（上：外面（表紙と裏表紙）、下：内面） 
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図 2-2-1.15 解説パネル（外来種のこと、ちゃんと説明できますか？） 
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図 2-2-1.16 解説パネル（沖縄県の外来種対策） 
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図 2-2-1.17 解説パネル（「沖縄県対策外来種リスト」主な掲載種紹介） 
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b-3 アンケート 

① 実施方法 

下記のアンケート用紙を来場者に配布して意識調査を行った。 

 

図 2-2-1.18 アンケート用紙 
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② アンケート結果 

27枚のアンケートを回収した。結果は以下に示す。 

 

Ｑ１ もともとその地域にいなかったのに、人間によって他の地域から持ち込まれた生物のこと

を「外来種」といいます。 

今日、会場を訪れる前、あなたは「外来種」という言葉を知っていましたか、それとも知

りませんでしたか？ （ひとつ選んでください） 

 

Ｑ２ 沖縄県内では、さまざまな外来種対策が行われています。 

例えば、沖縄の生態系を守るために、マングースの捕獲などの対策が実施されています。

また、ヒアリの県内への侵入を防ぐため、港などで調査が行われています。 

今日、会場を訪れる前、あなたは、このような外来種対策を沖縄県が実施していることを、

何かひとつでも知っていましたか、それとも知りませんでしたか？ （ひとつ選んでくだ

さい） 
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Ｑ３ このブースでの体験を通じて、あなたの外来種についての理解が深まりましたか？ 

（ひとつ選んでください） 

 

Ｑ４ このブースのどの体験がもっとも印象に残りましたか？ 

（当てはまるものをすべて選んでください） 

 

 

Ｑ５ 今日のブースでの体験から感じたことを教えてください。 

（当てはまるものをすべて選んでください） 

 

その他：5 才の子供でも楽しく学べすごく良かったです。ありがとうございました。 

生態系がくずれないようにできることがあればしていきたい 

外来種は良くないと思いました 
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b-4 まとめと課題 

 イベント全体の来場者は 3,800 名で、始終にぎわっている印象だった。外来種のブースも盛

況だった。 

 「夏休みこども自由研究 2019」の時に比べてスペースに余裕があったので、一画にマットを

敷いて土足禁止にし、解説パネルや紅型を展示し、外来種関連の本やぬり絵を置いて、腰を

下ろして学習を深められるようなスペースを設けた。特にイベント後半に休憩しながら利用

する親子が多かった。 

 余裕をもって実物大パネルを展示することができたので、多くの子供たちが「外来種をさが

せ！」に取り組んでいた。一方、夢中になって床に座り込んでしまうような子供も多かった。

パネル前は土足スペースだったため、やや衛生的な課題があった。 

 「夏休みこども自由研究 2019」の時と同様に、ヒアリの観察は多くの親子の関心を集めた。 
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c) エコの島コンテスト 

c-1 イベント概要 

開催日時：2020年 2月 2日(土)  

開催場所：下地農村改善センター＆下地公民館（宮古島市） 

主催：宮古島市 

概要：宮古島でエコ活動をする団体を応援するコンテスト。コンテストにエントリーする団体の

ほかに、出展のみの団体のブースもある。 

 

c-2 出展内容 

① 外来種をさがせ！ 

「エコライフ 2019」と同様の内容。こちらから声をかけなくても興味を持ってもらえるように

看板を設置し、チェックシートを手に取りやすい所に設置した。 

 

② インドクジャクの展示 

宮古島に生息する外来種であるインドクジャクの展示スペースを設けた。ペーパークラフト、

駆除の際に採取されたインドクジャクの卵の標本、擬卵、比較対象としてニワトリの卵の標本、

インドクジャクの羽を展示した。 

 

③ コウライキジの剥製 

宮古島に生息する外来種であるコウライキジの剥製を展示した。 

 

c-3 まとめと課題 

 それほど大きなイベントではないが、にぎわっていた印象。親子連れがメインだが、高校生

による発表があったので、高校生の来場者もいた。 

 外来種のブースは主に子供たちに盛況だったが、高校生や大人だけで来る人もいた。特にブ

ースに来る高校生は関心が高く、真剣に質問してくることもあり、啓発効果は高いと感じた。 

 これまでのイベントではブースの来場者数が分からなかった。今回、「外来種をさがせ！」の

チェックシートを数えたところ、84枚使用した。家族は 1枚でやっている場合が多かったこ

とを考慮すると、実際に取り組んだ人数は 150 人前後かと思われる。 

 「外来種をさがせ！」は子供たちに人気だが、床に座り込んだりしてしまうため、今回は原

寸大パネルの前にマットを敷いて土足禁止とした。靴を脱ぐことを面倒がらないかという懸

念があったが、子供たちはあまり気にせず、よりのびのびと楽しんでいる様子で、衛生的な

課題も解決された。小さな子供は靴を履いたまま上がってしまうこともあったが、親が注意

しており、大きな問題は生じなかった。高校生や大人は靴を脱ぐことに抵抗を示してマット

の外側から取り組む人もいたが、奥行きが 1.5m 程度だったのでそれほど問題はなかった。完

全に子供をターゲットにする場合は、もっと奥行きをもたせて広々とした空間にしても良い

かもしれない。 

 概ねスタッフがやり方を説明したが、子供同士で教えあって勝手に取り組んでくれているこ

ともあった。今回、看板を設置し、チェックシートを分かりやすいように工夫したことで、
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説明が少なくても済むようになった。 

 展示にはそこまで長く子供を引き付けておく魅力はなかったが、物珍しさで寄ってくるので、

アイキャッチにはなる。 

 コウライキジの剥製は怖がる子供もいたが、いずれにしても興味を示す子供は多かった。 

 子供に剥製を丁寧に触らせるのは難しく、乱暴に触ってしまう子供が多かった。コウライキ

ジの剥製はそれでもあまり傷まなかったが、傷んでもいい剥製でなければ、ケースに入れる

か子供に手の届かないところに置くべきである。 

 FMみやこの取材を受けた。県の外来種対策事業で出展していること、外来種が農作物に被害

を与えたり希少生物を食べたりして問題になっていること、侵入経路の例としてクジャクは

学校や観光施設などで飼われていたものが逃げ出して野生化していることなどを説明した。 

 

  

  

 

写真 2-2-1.1 外来種ブース 

-209-



 

 

 

d) イベント全体を通してのまとめと課題 

 どのイベントも概ね盛況だったが、その分忙しかった。手が足りず来場者を待たせることも

あり、アンケートもあまり配布できなかった。すべてのイベントで出展した「外来種をさが

せ！」は、看板を設置したり、チェックシートを見れば何をするのかわかるようにデザイン

することで、当日の案内をなるべく減らせるよう工夫した。コンテンツの質を落とさずに当

日のオペレーションを楽にする方法を検討することも重要である。 

 石垣島や宮古島のイベントでは、「クジャクを見た」と言う人がいた。見たことのある外来種

は興味を持ってもらいやすいため、なるべく地域に合わせた展示にできると良い。ただし、

イベントの度にまったく違うコンテンツを準備することはコスト的に難しい。また同じコン

テンツで何度も出展することで洗練されてくるということもある。そのため、「ヒアリをみて

みよう」や「外来種をさがせ！」のような県内全域で使えるコンテンツと、地域に合わせた

コンテンツを、イベントの規模等も考慮して組み合わせて実施した。 

 ヒアリは知名度が高く、関心を持たれやすい。外来種に関心を持つ良いきっかけになると思

われる。 

 アンケート結果から、外来種という言葉や、沖縄県が外来種対策をしていることは概ね県民

に浸透していると考えられる。 

 体験型のコンテンツの人気が高いが、目をひく展示には来場者が足を止めるため、声をかけ

るきっかけになる。 

 イベントに来るのは親子連れが多いが、宮古島の「エコの島コンテスト」には高校生も参加

していた。自然に関心のある高校生は外来種に対する関心も高く、生態系や生物多様性につ

いて学校で習っていて土台となる知識もあるため、啓発効果は高いと感じた。あまり地域の

イベントに来ない中学生・高校生に対する啓発についても、今後検討することが望ましい。 
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2-2-2. 外来種に関する情報収集・情報発信の検討 

(1) 外来種情報に関するネットワーク構築の検討 

昨年度、外来種情報のネットワークの構成員案として、自然環境に関係する団体等として、NPO

等の自然環境関連団体、博物館等、大学、国や県市町村等からなる 140 機関あまりのリストを作

成した。その際、沖縄県で構築するネットワークとしては、前述の団体のみで 140 団体と多いた

め、会議等の集まりを持つことは困難と考え、メーリングリストや協議会の構築例を提示した（表

2-2-2.1）。 

表 2-2-2.1 ネットワークの構築例 

区分 内容 事例 

メーリング

リスト 

関係者が登録したメールリストで沖縄県に

おける外来種に関する情報共有を行う 

外来種問題メーリングリスト、沖

縄県サンゴ礁推進協議会 MLなど 

協議会 関係者が年 1～2回程度集まり、外来種に関

する情報共有のほか、外来種に関する取り組

み等を協議する。 

沖縄地域外来種対策連絡会議（外

来生物法。主催：環境省沖縄奄美

自然環境事務所） 

 

しかしながら、新規にこれらのネットワークを構築し、かつ今後も維持していくには一定の労

力が必要になる。このため、既存の外来種に関するネットワークの候補として、「おきなわアジェ

ンダ 21県民会議」について情報を整理した。 

 

【おきなわアジェンダ 21県民会議】https://agenda21.jp/ 

おきなわアジェンダ 21 県民会議は、おきなわアジェンダ 21 を全県的に推進するための組織で

ある。構成員は、正会員と賛助会員からなり、正会員が県、市町村、企業、事業者団体、学識経

験者からなる（表 2-2-2.2）。 

おきなわアジェンダ 21とは、地球温暖化や生物多様性などの地球環境問題に対し、足元から取

り組むための行動計画「みんなでつくる清ら島-おきなわアジェンダ 21-」のことであり、おきな

わアジェンダ 21の重点目標（3つ）の 1つが「生物多様性の維持促進」である。生物多様性の維

持促進の具体的目標（8つ）の 1つが「外来種対策の推進」になっている。 

おきなわアジェンダ 21県民会議の構成団体は 149と多く、また多様な参加者で構成されており、

また活動目標は合致していることから、外来種情報に関するネットワークの候補になりうると考

えられる。特に、策定した沖縄県外来種対策指針や沖縄県対策外来種リスト、また沖縄県外来種

対策行動計画の周知には有効なネットワークになると考えられる。一方、環境全般を扱う組織の

ため、新たな外来種情報の収集や注意すべき外来種に対しての対応などの具体的な外来種対策を

積極的に推進していくなど、外来種対策に特化した実効性は担保されていないことが懸念事項と

して挙げられる。 

・期待される効果：沖縄県外来種対策指針、沖縄県対策外来種リスト、沖縄県外来種対策行動計

画など策定した外来種対策に関する情報の周知 

・懸念事項：新たな外来種情報の収集や、注意すべき外来種に対しての対策などの具体的・実効

的な対策の推進 
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表 2-2-2.2(1) おきなわアジェンダ 21県民会議の構成団体（員） 

 
「おきなわアジェンダ 21及びおきなわアジェンダ 21県民会議について」

https://agenda21.jp/agenda/wp-content/uploads/R1aboutAG216-1.pdfから抜粋 
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表 2-2-2.2(2) おきなわアジェンダ 21県民会議の構成団体（員） 

 
「おきなわアジェンダ 21及びおきなわアジェンダ 21県民会議について」 

https://agenda21.jp/agenda/wp-content/uploads/R1aboutAG216-1.pdfから抜粋 
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図 2-2-2.1 おきなわアジェンダ 21体系図 

「みんなでつくる清ら島おきなわアジェンダ 21（改訂版）」 

https://agenda21.jp/agenda/wp-content/uploads/files/AG21.pdf から抜粋し、     を加筆 
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(2) 情報発信内容の検討 

今後、外来種に関するネットワークを構築した際、参加したネットワーク構成員に対して、有

効な外来種情報を提供する案として、入手しやすくかつ定期的に情報を入手できる情報を検討し

た。情報源としては、県内の新聞や、環境省などのメール配信サービスの情報について、2017年

から 2019年までの過去 3年分の情報を整理し、その内容や情報数をとりまとめた。今後、ネット

ワークを構築した際の発信情報の入手先としての活用が期待される。 

 

表 2-2-2.3 外来種情報の収集先 

情報源 内容 

沖縄タイムス 沖縄島で販売されている新聞。 

琉球新報 沖縄島で販売されている新聞。 

宮古毎日新聞 宮古島で販売されている新聞。HPから「外来種」「外来生物」を検索。 

宮古新報 宮古島で販売されている新聞。HPから「外来種」「外来生物」を検索。 

八重山毎日新聞 宮古島で販売されている新聞。HPから「外来種」「外来生物」を検索。 

八重山日報 宮古島で販売されている新聞。HPから「外来種」「外来生物」を検索。 

環境省報道発表資料 環境省のメール配信サービス。HPから「外来種」「外来生物」を検索。 

環境展望台ニュー

ス・イベント 

国立環境研究所の環境展望台の国内ニュース等のメール配信サービス。

HP から「外来種」「外来生物」を検索。 

 

表 2-2-2.4 外来種情報の収集結果 2017～2019年（沖縄島 2紙） 

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

沖縄タイムス 2017 1 2 2 0 4 3 4 2 5 3 1 2 29

沖縄タイムス 2018 0 2 1 0 0 0 2 1 1 2 1 4 14

沖縄タイムス 2019 0 1 2 1 4 3 2 2 1 7 3 0 26

合計 1 5 5 1 8 6 8 5 7 12 5 6 69

平均 0.3 1.7 1.7 0.3 2.7 2.0 2.7 1.7 2.3 4.0 1.7 2.0 23.0

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

琉球新報 2017 0 1 1 2 2 4 5 5 2 2 1 2 27

琉球新報 2018 2 0 0 1 4 0 2 2 0 2 5 5 23

琉球新報 2019 3 1 1 2 6 1 2 3 2 4 1 1 27

合計 5 2 2 5 12 5 9 10 4 8 7 8 77

平均 1.7 0.7 0.7 1.7 4.0 1.7 3.0 3.3 1.3 2.7 2.3 2.7 25.7  
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表 2-2-2.5 外来種情報の収集結果 2017～2019年（宮古・石垣 4紙） 

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
宮古毎日新聞 2017 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
宮古毎日新聞 2018 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
宮古毎日新聞 2019 0 0 1 0 2 1 0 0 1 0 0 0 5

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
平均 0.0 0.0 0.3 0.0 0.7 0.3 0.3 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 2.3

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
宮古新報 2017 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
宮古新報 2018 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2
宮古新報 2019 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
平均 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
八重山毎日新聞 2017 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
八重山毎日新聞 2018 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
八重山毎日新聞 2019 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0 0 4

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
平均 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 1.0 0.0 0.3 1.7

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
八重山日報 2017 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
八重山日報 2018 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
八重山日報 2019 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 3

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
平均 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.7  

※八重山毎日新聞の 2017～2018 年の検索ができなかった。 

 

表 2-2-2.6 外来種情報の収集結果 2017～2019年（環境省新着情報） 

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

環境省報道発表資料 2017 1 3 1 1 1 7 10 12 11 7 8 1 63

環境省報道発表資料 2018 2 1 1 1 2 5 6 6 1 1 2 2 30

環境省報道発表資料 2019 1 2 1 2 1 2 4 0 6 4 3 3 29

合計 4 6 3 4 4 14 20 18 18 12 13 6 122

平均 1.3 2.0 1.0 1.3 1.3 4.7 6.7 6.0 6.0 4.0 4.3 2.0 40.7  

 

表 2-2-2.7 外来種情報の収集結果 2017～2019年（環境展望台ニュース） 

情報源 年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

環境展望台 2017 3 1 1 1 1 9 18 17 12 10 8 3 84

環境展望台 2018 3 5 5 1 4 7 13 20 11 6 2 1 78

環境展望台 2019 2 4 1 1 4 3 4 2 6 5 4 3 39

合計 8 10 7 3 9 19 35 39 29 21 14 7 201

平均 2.7 3.3 2.3 1.0 3.0 6.3 11.7 13.0 9.7 7.0 4.7 2.3 67.0  
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